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中東地域は二〇一〇年末に始ま
った「アラブの春」をきっかけに不安定化した。独裁的な自国政府への抗議デモとして始まった「アラブの春」は、各国の統治体制の見直しだけでなく、地域秩序の揺らぎへと発展し、域内外に波紋を広げた。その象徴がシリア内戦であり、これまでに三〇〇万人から四〇〇万人の人々が亡くなり、難民もしくは国内避難民 なった人々も一 〇万人を越えている。さらに隣国イラクの不安定化とリンクし、そのなかから「イスラーム国」 （ＩＳ） が台頭した。加えて、二〇一四年後半以降の原油価格の大幅な下落によって、地域経済は困難に直面している。　「アラブの春」から六年になるが、地域の動揺はいまだ収まる気配をみせず、現在の中東諸国は、国内の政治・経済問題に加え、地
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ルコに不信感を抱かせた。近年、アメリカでは同盟国に域内秩序の維持を委任し、アメリカは当該地域に直接関与しない 「オフショア ・バランシング」の議論が盛んだが、肝心の同盟国との良好 関係に苦心している。アメリカと対照的に、中東で存在感を高めている がロシアである。シリア内戦においてアサド政権が窮地に陥ると助け舟を出し、シリア内戦の「ゲーム・チェンジャー」となっ もちろん、ＩＳによるテロと難民をはじめと た移民問題の対応に苦慮するヨーロッパ連合（ＥＵ）も中東の混乱とは無縁ではいられない。
　
中東地域の秩序維持が困難とな




















国は、幾重もの困難と課題に直面している。各国の「伝統的」な課題に、 「アラブの春」以降の地域情勢の流動化によって新たに表面化した問題が加わり、 先行きは一段と不透明感を増し いる。　
内憂外患の中東諸国は、どこに












2000 2005 2010 2014
失業率
アラブ諸国 13.5 12.1 10.3 11.5
イラン 12.0 12.1 13.5 12.8
トルコ 6.5 10.6 11.9 9.2
世界平均 6.4 6.2 6.1 5.9
若年（15-24 歳）失業率
アラブ諸国 28.5 28.1 25.0 29.7
イラン 23.3 23.9 28.4 29.4
トルコ 12.8 19.2 21.2 17.7
世界平均 13.8 13.8 13.8 14.0
（出所）World Development Indicator s.
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